


産業の育成（TOYAMA NEXT INNOVATION）と雇用の確保 子育て支援・少子化対策 医療の充実と健康寿命日本一

勤勉で進取の気性に富む人材、恵まれた自然、
歴史・文化、交通・情報通信基盤、産業集積などを
活かし、創意工夫、意欲ある取り組みが展開されて
いる「活力」あふれる県づくりを進めます。

明日を担う人材が健やかに育まれ、文化・スポーツの
振興など多彩な県民活動、ふるさとの魅力を
活かした地域づくりが進められている「未来」への
希望に満ちた県づくりを進めます。

豊かな自然や生活環境を活かし、住み慣れた地域の
中で、健康で快適に、安全で安心して暮らせる県づくり
を進めます。

●高校教育のさらなる充実（ＩＣＴ教育の充実、空調整備、トイレ洋式化等施設整備、
　高校版スクール・サポート・スタッフの配置や部活動指導員の配置の拡充など）
　［2月補正含む］※再編統合に関連する8校を最重点に支援
●県立大学の充実（看護学部の新設、工学部の新棟整備、
　環境工学実験棟産学官連携研究開発拠点の整備など）［2月補正含む］
●少人数教育の推進
●英語教育の拡充（英語専科教員の配置、ICTを活用した英語教育）、国際感覚の養成など
●いじめ相談、小・中スクールカウンセラー配置の拡充、教員の働き方改革（多忙化解消対策）
　（スクール・サポート・スタッフや部活動指導員の配置の拡充など）
●幼児教育センターの設置
●特別支援教育の支援体制の充実    
     

1億1,734万円

426億333万円
2,927万円

9億6,810万円
7,012万円

27億594万円
2,233万円

4,380万円

5,850万円

5億2,453万円

304億5,449万円

23億6,894万円

11億5,122万円
1億1,246万円

6,070万円

21億7,194万円

5億9,177万円

1億3,970万円

4億273万円

5,449万円

1億2,105万円
7億6,566万円

2億8,452万円
1,780万円
6,229万円

1億5,578万円

6,743万円
12億円

1億1,648万円

170億4,245万円
113億5,184万円
1億1,041万円
2億400万円

2億2,560万円
5,754万円

12億8,342万円

54億4,377万円

9,407万円

3,410万円

3,490万円

20億347万円

62億9,208万円

4億1,668万円

4億5,297万円

1億3,909万円
2億7,799万円

2億6,960万円
200万円

5,256万円

3億2,061万円
1,900万円

1億6,970万円
4,503万円

2,550万円
4,000万円

農林水産業の振興

陸・海・空の交通・物流ネットワーク等の強化

観光の振興̶海のあるスイスを目指して̶

文化・スポーツの振興

福祉の充実UIJターン就職、移住・定住の促進、ふるさとの魅力を活かした地域づくり

とやま とやま とやま活 力 未 来 安 心
●「新・富山県ものづくり産業未来戦略」の推進
　（産学官・企業間連携による分野横断的な取組みを通じた新たな付加価値や新事業の創出）
●「くすりのシリコンバレーTOYAMA」創造コンソーシアムの推進
　（世界的水準の研究開発の推進、専門人材の育成・確保など）
●とやまヘルスケアコンソーシアム（仮称）の形成
●とやまアルミコンソーシアムの推進（アルミ関連企業群による
　研究開発プロジェクトやインターンシップの受入れ支援など）
●IoT・AIの導入支援など第４次産業革命への対応
　（IoT・AI活用に向けた人材育成・導入支援、特別資金・利子補給など）
●中小企業の振興（ものづくり総合見本市開催や小規模事業者の販路開拓支援、
　農商工連携の推進、創業や事業承継の支援、設備投資・資金繰りへの融資など）
●伝統工芸品産業のさらなる魅力向上、デザインを活かした商品開発や販路開拓支援
●企業立地の促進、サテライトオフィス誘致の支援 
●外国人ワンストップ相談センターの設置、グローバル人材の確保・育成など［２月補正含む］ 
     

●保育料の軽減（市町村と連携し、低所得世帯の第１子、第２子を無償化・軽減、第３子以降を原則無償化）、
　保育所等副食費の無償化（一定の所得の多子世帯の３～５歳児）、「とやまっ子すくすく電気」など
●マリッジサポートセンターの利用促進、異業種交流会による自然な出会いの創出など
●全国トップクラスの不妊治療費（男性不妊の初回助成額を拡充）や
　不育症治療費の助成
●待機児童数ゼロ継続のための保育士等確保対策
●特別保育事業（病児病後児保育、延長保育など）の充実、
　放課後児童対策など       
●保育所、幼稚園、認定こども園等の運営支援
　（幼児教育・保育の無償化実施に係る経費を含む）
●仕事と家庭の両立支援（民間企業と連携した県庁内保育所の設置、男性の家事・育児参画支援など）

●富山型デイサービス、ふれあいコミュニティ・ケアネット21、地域密着型介護サービス施設の整備、
　福祉人材の確保など
●子どもの権利と利益の尊重（児童虐待防止緊急対策、
　児童相談所における児童福祉司と児童心理司を合計５名増員など）
●介護職員の負担軽減、処遇改善（介護ロボットによる職場環境改善支援など）
●在宅医療の充実・訪問看護の推進、ICTの活用
●障害者が安心して暮らせる社会の形成（パーキングパーミット制度の導入、
　グループホーム等施設整備や工賃水準向上、障害を持つ学生の就業支援など）
●県リハビリテーション病院・こども支援センターの運営の充実、
　４医療圏における児童発達支援センターの体制強化など 

「環境・エネルギー先端県」づくり

災害に強い県土づくり、安全なまちづくり
●安全・安心のみちづくり、インフラ老朽化対策の推進［2月補正含む、一部再掲］
●災害に強く強靭な県土づくりの推進（治水、海岸、
　土砂対策の推進、耐震化、未然防止など）［2月補正含む］
●農地防災、治山、林道の整備［2月補正含む、一部再掲］
●富山県防災・危機管理センター（仮称）棟の整備
●原子力防災訓練、放射線監視体制の強化など     
●消防防災ヘリコプター更新、ドローンを用いた災害応急対策、農業用水路の
　安全対策調査・普及啓発、モデル的な消防団の装備等充実支援など
●富山南警察署（仮称）の整備、交番・駐在所の安全対策、住宅街等への防犯カメラ等の設置支援、
　警察官の逮捕術の訓練強化、県立学校防犯備品等整備、高齢者等の交通安全対策など
●地域公共交通ネットワークの充実（全国初の県内全域バスロケーションシステムの整備など） 
●木造住宅の耐震改修への支援、空き家対策の推進
　（移住者向け賃貸住宅等先駆的な空き家活用の支援など）   

教育の充実

「元気とやま」の創造に向けた
主な取り組み

1億3,438万円

1,260万円

8,068万円

877万円

●富山県人材活躍推進センターの設置［再掲］

●「人生100年時代ひとづくり構想」に沿った
　リカレント教育（学び直し）の推進
●働き方改革の推進、イクボスネットワークの強化

●大人から子どもへの貧困の連鎖の防止
　（「こども食堂」への支援、ひとり親家庭への支援など）
 

富山県や日本を担う子どもの育成すべての人が活躍できる環境づくり
●優れた知性、豊かな心、たくましい体を持った子どもの育成
　（幼児教育センターの設置、小中学校におけるICT教育の支援、
　親学びの推進など）［一部再掲］
●チャレンジ精神あふれる、困難にくじけない子どもの育成
　（学力向上の推進、とやま科学オリンピック、キャリア教育の充実、
　社会へ羽ばたく「17歳の挑戦」など）
●家庭や地域の絆、ふるさとを大切にする子どもの育成
　（郷土史等の学習、高等学校生徒海外派遣など）                      

若者の成長と自立、起業の支援、社会参加の促進

450万円

587万円

10億7,585万円

●たくましく成長するための支援と社会で活躍できる
　人材の育成（中・高校生のライフプラン教育の充実、
　高大連携による人材育成など）
●若者の社会の一員としての自立の促進
　（若者が取り組む社会福祉活動への支援、
　児童生徒のボランティア活動を推進、
　高校生とやま県議会など）
●若者の職業的自立や起業の支援
　（とやま起業未来塾、とやま観光未来創造塾、
　県立大学と首都圏大学等との連携など）［一部再掲］

人 づ くり

重点
戦略　

産業技術研究開発センター
生活工学研究所ヘルスケア開発拠点
（イメージ）

日本橋三越本店での
「富富富」デビュー記念イベント

立山室堂

あいの風とやま鉄道
富山駅高架化完成記念式典

とやまマリッジサポートセンター　

富山県ドクターヘリ
（死亡者数約５割減、重い後遺症を残した
患者数約４割減（Ｈ27～29年度））

富山型デイサービス

海岸清掃

富山南警察署（仮称）（イメージ）

建築甲子園優勝報告
（創業支援・ＵＩＪターン向け
住居等整備事業）

県立大学看護学部

富山県利賀芸術公園

●シアター・オリンピックスの開催、利賀芸術公園の整備など
●「国際工芸アワードとやま」（仮称）の開催
●富山県美術館の企画展開催、魅力発見イベントの実施など
●ふるさと文学の振興（第2回大伴家持文学賞・高志の国詩歌賞の募集の実施など）
●富山マラソン2019、富山湾岸サイクリング2019の開催、
　サイクリングコースの整備、自転車の利活用など
●とやま・なんと国体2020の開催、トップアスリートの育成、
　東京オリンピック聖火リレーの準備など
●次世代を担う子供たち、青少年の文化活動の充実
　（2020年とやま世界こども演劇祭の開催準備、質の高い音楽鑑賞機会の創出）  
●ｅスポーツ大会や「ＴＧＣ ＴＯＹＡＭＡ ２０１９」の開催支援［一部再掲］
  

とやまの価値創造戦略
～「大ゴールデン回廊」の拠点を目指して～　　

とやまのグローバルブランド
推進戦略

人口減少社会にしなやかに
対応する人と地域の活性化戦略

災害に強く、環境にやさしい
持続可能な県づくり戦略

健康・元気で安心な
共生社会づくり戦略

女性の活躍とチャレンジへの支援

834万円

400万円

1,560万円

1,288万円

●女性が能力を発揮でき、安心して働き続けられる環境づくり
　（女性のライフイベントに応じたキャリア形成の支援など）

●煌めく女性リーダー塾、同出前講座の開催

●女性未就業者等の活躍促進
　（女性就業支援センターの設置など）
●建設業女性活躍、がんばる女性農業者支援など   

エイジレス社会の実現と「かがやき現役率」の向上

1億2,061万円

2,314万円
550万円

●エイジレス社会リーダーの養成など

●とやまシニア専門人材バンクによる
　高齢者の就業支援など
●ねんりんスポーツフェスタの開催

グローバル人材の確保

7,012万円

●外国人ワンストップ相談センターの設置、
　グローバル人材の確保・育成、アセアン地域等からの
　外国人留学生受入れ・定着支援など
　［再掲、２月補正含む］

様々な分野で活躍する人材を育成していくことが県づくりの根幹
であることから、「人づくり」を基本政策を支える重要政策として
位置づけ、それぞれのライフステージに応じた取り組みを展開します。

10億55万円
3,320万円

5,690万円

3億3,710万円

14億7,533万円

25億4,382万円

1億5,831万円

1億159万円

1億833万円

21億9,540万円

1億1,255万円

●富山米新品種「富富富」の生産振興とブランド確立
●多様な園芸産地育成（たまねぎの産地拡大、チューリップ等切り花生産の活性化）、
　畜産生産基盤の整備
●とやま型農業経営支援、担い手の育成・確保、水田農業生産振興、
　スマート農業の推進など［2月補正含む］
●中山間地域農業の活性化支援、多面的機能支払支援、鳥獣被害防止対策など
　（大学生等と連携した中山間地農業の再生、条件不利農地の集積支援）
　［2月補正含む］
●県産材の利用促進、林業成長産業化、新たな森林管理システムの実施［２月補正含む］
●栽培漁業の推進、水産加工施設整備の支援、サスティナブルな「富山のさかな」の推進、
　高志の紅（アカ）ガニなど「富山のさかな」のブランド化［２月補正含む］
●「食のとやまブランド」の確立とそれに向けた商品開発（とやま醸造・発酵オープンラボの整備）［２月補正含む］
●県産農林水産物等の輸出促進（香港、シンガポールでの食品見本市への出展など）

2億3,222万円

10億6,655万円

2億8,100万円
2億8,975万円
2,110万円

7億5,173万円

2億7,368万円

274億8,750万円

4,750万円

●富山県人材活躍推進センターの設置、移住者の就業・創業の支援、
　県内高校生の提案を活かした県職員住宅の創業支援施設等への改修設計など
●若者、女性のUIJターン就職の促進（就活女子応援カフェ開催、
　Tターン（県外出身大学生の県内就職）など） 
●中山間地域の振興対策（中山間地域総合戦略の策定、中山間地域の集落をサポートする
　「地域コンシェルジュ」の配置、中山間地域交通網の維持・活性化の支援など）
●ふるさとの魅力を活かした地域づくり（立山砂防の世界文化遺産登録に向けた
　国際的認知度向上、優れた景観を選定する「とやまビューポイント」の選定など）
●県民参加による水と緑の森づくり（里山林の整備、優良無花粉スギ
　「立山 森の輝き」の普及、子どもたちへの木育の推進など）、花と緑の地域づくり

●富山駅付近連続立体交差化（富山地方鉄道への支援）、富山高山連絡道路・高岡環状線の整備など
●あいの風とやま鉄道の利用促進（富山－東富山間の新駅設置支援）
●日本海側総合的拠点港 伏木富山港の機能強化と利用促進
　（港湾施設整備、新規荷主の開拓、シベリア・ランド・ブリッジの活用など)
●富山きときと空港の利用促進
　（羽田便の利用促進、飛騨・高山エリアとの連携、国際線の拡充強化など）
●新時代に向けた情報通信環境の整備（５Ｇの利活用の検討、ホームページのリニューアル）

4億3,799万円

2億1,970万円

●G7環境大臣会合を踏まえた食品ロス・食品廃棄物の削減（商慣習の見直し等）、
　「世界で最も美しい湾クラブ」世界総会に向けた海岸漂着物対策、深海魚の調査研究など［一部再掲］
●国際環境協力の推進、環日本海環境協力センターへの支援など
●自然環境の保全、登山の安全対策（オンライン登山届の導入、登山道の難易度を評価した
　グレーディングの制作・公開など）、ライチョウ王国とやまの発信など
●立山温泉地域における地熱資源開発に向けた掘削調査
●県営発電所の老朽化対策●「立山黒部」の世界ブランド化（ロープウェイ整備に関する環境調査、称名滝アクセス向上調査、

　「弥陀ヶ原・室堂」アクセス・滞在周遊調査、黒部ルート一般開放・旅行商品化へ向けた準備など）
●「世界で最も美しい富山湾」の国際的なブランド化（「世界で最も美しい湾クラブ」世界総会in富山、
　極東杯国際ヨットレースの開催支援、深海魚の調査研究など）
●アジア、欧米等からの誘客促進（日台観光サミットの開催、旅行サイト等の活用、
　広域連携によるプロモーションなど） 
●全国知事会議の開催や日本青年会議所全国大会富山大会の開催支援、ＤＭＯ活動推進、
　日本橋とやま館等での情報発信、環水公園の賑わい創出、とやま観光未来創造塾など 
 
 

●健康寿命日本一を目指す取組みの推進（県民の生活習慣の特性を踏まえたメタボの予防・改善、
　ウォーキングイベントの実施等スポーツを通じた健康づくり、HACCP普及指導など）

●認知症施策の推進（脳トレーニングや認知症予防講座・相談会の開催、
　医療を必要とする認知症患者の受入促進など）
●がん対策の推進（受動喫煙防止対策、がん検診受診率の向上、
　女性や小児・AYA世代（思春期・若年世代）のがん対策強化）
●救急医療体制の充実、ドクターヘリの運営など
●医師、看護師の養成・確保（医師の派遣調整・専攻医の確保、
　認定看護師教育課程の運営支援など）

平成28年の健康寿命は、男性が72.58歳で全国８位、女性が75.77歳で全国４位

8億1,500万円

3,694万円

5,201万円

2,305万円

富山県人材活躍推進センター（ワンストップで多様な人材の就業を支援） 連携 富山くらし・しごと
支援センター
（富山・東京・大阪）

若者就業
支援センター

インターンシップ
推進センター

シニア専門
人材バンク

女性就業
支援センター

プロフェッショナル
人材戦略本部

会長（知事） センター長（県次長級）




